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四． 三。 二．
②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導

・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ
き

問
題
」
（
共
通

A
S
D
の
い
ず
れ
か

一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、

「解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当

該
解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

． 
問
題
用
紙
は
「
十
五
枚
」

以

上

解
答
上
の
注
意

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

分
か
れ
て

い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の

「解
答
す
べ
き

問
題
」

（
選
択

一
＼
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、

「解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、

当
該
解
答
は
「
O

点
j

と
な
り
ま
す
。

解
答
用
紙
は
、
「
問
題
番
号
」
ご
と
に

一
枚
使
用
す
る
こ
と
。
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名

・
研
究
指

導
名
・
指
導
教
員
名
、
な
ら
び
に
「
問
題
番
号
」
（
例
「
選
択
八
」
・
「
共
通
A
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と。

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、

は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（本ページ含む）、解答用紙は「二枚」です。必ず枚数を確認すること。
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導
し
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導
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嗣 子 名 し
た

選 選 選 選 選 選 選
択 択 択 択 択 択 択
七
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五 四Iヽ

近 中 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 語 教 -, 
呂子 典 序子 学 学 邑子 六自 専

文 解 門
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本 ご目
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含 で
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〔
専
門
科
目

・
選
択
〕

（配
点

6
0
%）
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

二
0
二
三
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

（
配
点

4
0
%）
と
に

ー



r 

NMLKJ  ー

一
、
次
の

A
i
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、

て
は
選
択
し
た
問
題
記
号
を
明
記
す
る
こ
と
）
。

生
活
綴
方
教
育

雑
誌
『
教
育
・
国
語
教
育
』

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

「
サ
ク
ラ
」
読
本

そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い

二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
解
説
し
な
さ
い

択
し
た
問
題
記
号
を
明
記
す
る
こ
と
）
。

（
※
解
答
に
際
し

言
葉
に
よ
る
見
方

。
考
え
方

大
村
は
ま

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
導
と
評
価
の
一
体
化

（
※
解
答
に
際
し
て
は
選

森
岡
健
二
の
「
文
章
構
成
法
」

総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
匿
語
科
の
役
割

P
I
S
A
型
読
解
力
の
特
徴

一
読
総
合
法
と
三
読
法

文
部
省
著
作
教
科
書
『
中
等
国
語
』
（
昭
和
二
二
年
）
に
お
け
る
漢
文
の
位
置
付
け

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論

三
、
「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
及

び
指
導
要
録
の
改
善
等
に
つ
い
て
（
通
知
）

j

(
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
初
等
中
等
局
長
）
に
基
づ

き
、
「
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準
」
を
作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
中
学
校
「
B

書
く
こ
と
」
領
域
の
具
体
的
な
単
元
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

な
お
、
評
価
の
観
点
と
し
て
は
、
必
ず
「
知
繊
、
技
能
」
「
思
考
・
判
断
・
表
現

j

f

主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
を
設
定
す
る
こ
と
。

GECA  

HFDB  

選
択

ヽ↑

国
語
教
育

『→

専
門
科
目
R

択

]

貶

語

育
専
攻
〗

二
0
二
三
年
度

修
士

程

,. ~ ・ト

＠
外

早
稲
田
大
学
大
学
院
育
学

学
生
入
学
試

究
科

つ/



三

日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣

接
領
城
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。

ONM  〔
選
択
二
〕

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
こ
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専

一

次
の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。
（
解
答
の
際
に
は
、

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

二

次
の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。
（
解
答
の
際
に
は
、

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と。
）

日
本
語
史
の
時
代
区
分
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
日
本
語
学
的
な
特
徴

現
代
敬
語
の
五
分
類
に
つ
い
て

日
本
語
に
お
け
る
「
文
法
化
」
現
象

A

フ
ィ
ラ
ー

D

授
受
表
現

G

複
合
辞

J

時
枝
誠
記

B

シ
ソ
！
ラ
ス

E

言
語
地
理
学

H

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

K

デ
ィ
ス
コ
ー
ス

C

サ
ジ
ェ
ス
ト
ペ
デ
ィ
ア

F

日
葡
辞
書

r
上
代
特
殊
仮
名
遣
い

L

生
成
文
法

日
本
語
学

[
専
門
科
目
＠
選
択
]

二
0
二
三
年
度

修
士
課
程

し一

r
3
 



(
E
)
メ
ル
シ
ナ
型
神
話

(
I
)
貴
種
流
離
膵

(
F
)
出
雲
臣
廣
嶋

(
J
)
行
路
死
人
歌

(
G
)
大
伴
旅
人

(
H
)
『
万
葉
集
』
巻

(
k
)
『
播
磨
国
風
土
記
』

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学

(
I
)

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
(
A
)
s
(
D
)
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

(
A
)
『
古
事
記
』
偽
書
説

(
B
)
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
主
題
と
構
成

(
C
)

「
山
川
原
野
名
号
所
由
J

(
D
)
発
生
期
の
和
歌

二
、
次
の

(
E
)
s
(
k
)
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
王
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
そ
の
国
梧
科
教
材
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に

（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

二

0
二
三
年

修
士
課
程

[
専
門
科
目
◎
選

し

ァ―̀

語

早
稲
田
大
学
大
学
院
育
学
研
究
科

国
学
生
入
学
試
験
問
題

育
専
攻
〗

R 

仏



一
、
次
の
(
A
)
s
(
D
)
の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
と
の
関
係

(
B
)

『
和
泉
式
部
日
記
』
の
特
質

(
C
)
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈

(
D
)
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の

(
E
)
s
(
M
)
の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
E
)
『
大
和
物
語
』

(
F
)
『
成
尋
阿
闇
梨
母
集
』

(
G
)
『
夜
の
寝
覚
』

(
H
)
『
栄
花
物
語
』

(
I
)
『
讃
岐
典
侍
日
記
』

(
J
)
『
堤
中
納
言
物
語
』

(
K
)
藤
原
彰
子

(
L
)
草
子
地

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
後
宮

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

＇ 
選

択

四 F 

〕
古
典
文
学

(n)
中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

門
稿
目
＠
選
択
し-=』l

戸

語

専
攻
〗

二
0
二
三
年
度

早

田

大
学
大
学
院
育
学
研
究
科

修

土

程

＝
骰

；
外
国
学
生
入
学
試

5
 



⑩

徒

然

草

⑨
 

⑧
 

弁
内
侍
日
記

夫
木
和
歌
抄

⑦
 

玉
葉
和
歌
集

⑥

阿

仏

尼

⑤
 

④
 

③
 

古
事
談

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

今
物
語

②

方

丈

記

①

藤

原

俊

成

二
、
次
の
①

S
⑩
の
中
か
ら

iiを
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

⑥

両

統

迭

立

と

文

学

に

つ

い

て

⑤
 

④
 

③
 

②
 

①
 

『
堀
河
百
首
』
の
和
歌
史
的
意
義
に
つ
い
て

歌
合
の
文
学
史
的
展
開
に
つ
い
て

勅
撰
和
歌
集
と
そ
の
周
縁
に
つ
い
て

歌
学
書
・
歌
論
書
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て

教
訓
書
・
女
訓
書
の
特
質
と
受
容
に
つ
い
て

一
、
次
の
①

S
⑥
の
中
か
ら
ゴ
叫

I

を
選
択
し
て
、
詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。

〔
逮
択
五
〕

古
典
文
学

（
皿
）

中
世
文
学

二
0
三
＿
一
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
。
選
択

]

U

国
語
教
育
専
攻
】

／
ピ



、
、

巨
一
次
の
（
A
）
＼
（
J
)

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

に
説
明
し
な
さ
い
。

(
D
)

「
李
娃
伝
j

(
H
)
『
柳
斎
志
異
』

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

ロ
一
次
の
ア
＼
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

そ
の
記
号
を
解
答
襴
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

次
の
文
は
唐
・
韓
愈
の
「
送
孟
東
野
序
」
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

東
野
之
役
奈
江
南
一
也
、

其
躍
也

口
①
 大

凡
物
不
喰
讀
笠
則
鳴
。
草
木
之
無

g耳
｀
風
撓
唸
鳴
。
水
之
無
雀
i

、
風
蕩
唸
鳴
。

或
喩
唸
、
其
趨
也
或
＞
梗
唸
、
其
沸
也
或
＞
灸
唸
。
金
石
之
無
潅
、
成
＞
撃

Vz鳴
。
人
之
於
座
日
也
亦

然
、
皐
不
五
竹
＞
巴
者
一
而
後
言
。
其
歌
也
有
咆
、
其
哭
也
有
＞
懐
、
凡
旦
呻
只
而
為
勺
者
、
其
皆
有
―
―

9
平
者
浮
゜
棄
也
者
、
農
子
中
一
而
泄
一
千
外
著
也
。
澤
盲
ハ
善
鳴
者
而
椴
仝
鳴
。
金
•
石
＂
絲
．

竹
・
鞄
•
土
＇
革
・
木
八
者
、
物
之
善
喝
者
也
。
維
天
之
於
時
也
亦
然
、
揮
其
善
鳴
者
而
椴

吃
鳴
。
是
故
以
傭
鳴
乍
、
以
屠
z
鳴
頃
、
以
置
鴨
喩
‘
以
＞
風
鳴
惚
。
四
時
之
相
推
敗
、
其
必
有
下

②
 

孟
坪
宝
笠
者
竿
°
・
・
・
・
・
・
中
略
；
・
・
・
唐
之
衷
天
下
ー
、
陳
子
昂
。
蘇
源
明
・
元
結
・
李
白
・
杜
甫

・
李
観
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い
て
簡
潔

に
説
明
し
な
さ
い
。

〔
設
閉
三
〕
傍
線
③
「
抑
不
：
・
'
：
幸
邪
」
に
つ
い
て
、
い
よ
向
―
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

)
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き
下
し
文
、
ま
た
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
併
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

e
口
語
訳
し
な
さ
い
。
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3. 第三形容詞論を進めたところに何が見えるか

3.1 日本語の形容詞は少ないか

従来からしばしば、日本語には形容詞が少ないと指摘されてぎた

（谷崎 (1934)、柳田 (1936)）。玉村文郎氏は、表1のような統計

を発表している（玉村 (1985))。

表1 基本語中の形容詞の敬と百分率

-------語数 形容詞数 ％ 

英 語 1,500 240 16,0 

ドイツ語 1,533 230 15.0 

フランス語 1,515 253 16.7 

中国語 3,000 437 14.6 

塁
雑誌90毯 1,220 48 3.93 

分類語桑表 32,600 590 l.Sl 
語

同上中心語粟 7,I)00 176 2,51 

（玉村 (19$5)による）

②
 

表 1は、英語＾ドイツ語・フランス語・中国語および日本語の基

本語彙中における形容詞の全語彙にしめる割合をあらわしたもので

ある。日本語における「雑誌90稲」は国立国語研究所がおこなっ

た90種類の雑誌の語察調査のととを、また「分類語彙表」は同研

究所から出ている意味分類体の語棠表を意味する。日本語を除く諸

言語では、形容詞の全語彙に対する割合が15％前後であるのに対

して、日本語のそれは 3.93~1.81％叫函めて少ない。

ところで、「真っ赤ーなJ「平らーな」「優秀ーな」「急速～なJといっ

た単語は、伝統的な国文法などで「形容動詞Jという名称で独立の

品詞としてあっかわれてきた。しかし、これらの単語は、意味論的

にも文法論的にも「赤ーい」「ひらたり「すばらしーい」「はや—い」
のような狭義の形容詞と一致しているといら認識から、今日では形

容詞のひとつのタイプとみなす立場がつよまりつつある。いわゆる

「形容動詞」と「形容詞Jの違いは、語形だけであり、これり懃旦

丘主辻ゑ二臨鄭固上．五段懃囲遠むに相当するものである。語形は

異なるものの、語形変化のシステムは共通している。狭器の形容詞

を第一形容詞、いわゆる「形容動詞」を第二形容詞と呼ぶことにす

る。表2は、玉村文郎氏が「形容詞」と「形容動詞」をあわせて、

形容語として、その形容語の全語棠にしめる割合をしめしたもので

ある。その結果は、 5.45~6.24％であり2英語をはじめとする諸

言語にくらぺて、形容詞類が少ないことが指摘されている。

表2 基本語中の形容語の数と百分率

語数 形容詞数 形容勁詞数 形容語数
(b + c)Ia 

X 100 
a b C b+c 

（％） 

雑誌90種 1,2.20 4 18ふ 66.S 5.45 

分類語盈表 3ら200 590 I 1,242 1,832 5.62 

同J:中心語象 7,000 176 261 437 6.24 

（玉村 (1985)忙よる）

このような表を見る限り、日本語の形容詞は確かに少ないと言え

そうである。しかし、わたしは「日本語の形容詞が少ない」という

説に、以下のような二つの点で疑開を抱いている。ひとつは、派生

形容詞について考慮されていないことであり、他のひとつは従来の

文法書や辞書類で名詞のようにあっかわれている単語群に形容詞と

みるべき単語が多く存在していることである。前者については、こ

こでふれる余裕がない。

3.2 第三形容詞の存在

これまで一般に（たとえば辞書において）名詞と考えられていた

ものに、その統語的な特性から形容詞とみなすべき単語群が少なか

らず存在することがわかってきた。「丸だちゃ一」「黒ずくめコ「汗

まみれー」「丸腰ー」「底なしー」「横殴りー」「温室育ちー」「詐欺まがい

-J 「見ず知らず一」「抜群ー」 r真紅—」といった単語である。これら

の単語には、以下のような特徴がみられる。

(1)主語や目的語にならないか、なりにくい。

(2)連体装飾をうけない。

(3)後続の名詞を装飾する規定用法（「どんな」に対応する属性

規定）としてもちいられる。

(4)述語としてもちいられる

(5)後続の勤詞（ときに形容詞）を修飾する修飾用法としても

ちいられる。

以上の (1)(2)の特徴は名詞の特徴をもたないことを意味する。

(3) (4) (5)の特徴は、形容詞の特徴である（ただし、形容詞に

属するすべての単語が、三つの用洗をそなえているわけではない）。

〔
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本
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学

（
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「抜群ー」は主語や目的語にならない。名詞の文法的な特徴である

格のシステムをもたないのである。そして、連体修飾をうけること

もない。つまり、この単語は、名詞ではなく、形容詞とみるのが正

当である。わたしは、「抜群ー」のような、規定用法で語尾の仁のJ

をとるタイプの単語を第三形容詞と呼んだ（村木 (2000)(2002) 

など）。

この第三形容詞忙属する単語は少数にとどまらない。とりわけ漠

語に多い。また、和語でも「人泣かせー」「太っ腹ー」「引っ張りだこ

-J 「泥だらザ」「指折りー」「折り紙つき寸「的外れ—」「舌足らず—J

など合成語に多い。漢語は名詞であるととらえられる傾向があった

（村木 (2004) を参照）。また、合成語については、その内部構造

に目がむけられることはあっても、できあがった全体の文法性に注

目されることが少なかった。これらの単語は、なんらかの属性を意

味し、形容詞としてふるまう。ちなみに、第一形容詞「すばらし-

いj の「ーい」、第二、形容詞「優秀ーな」の「f な」、第三形容詞の

「抜群団の」の「刃の」は、いずれも形容詞の語尾である。

もっとも、「健康一j や「親切—j が名詞と第二形容詞とを兼務す

るように、名詞と第三形容詞を兼務する単語は存在する。たとえば、

「みずからの竺竺主 恥じる」「墨色主 含わめる」の名詞用法と

「浅学の 身」「孤高の 人」の形容詞用法のように。

ついでにいえば、形態的には動詞とのかかわりをもつ「とがった

／とんがった」「角ばった」「のつぺり〈と）したJ「ざらざら（と）

した」「ごわどた（と）した」のような単語は、統語的な特性から

みれば形容詞といってよく、第四形容詞と呼んでよいものである。

『分類語彙表』や『類語大辞典』のような意味分類体の辞書には、

このような単語を相類あるいは形容詞類として取り込んで，，，，，るo3星
式ではなく、意味から出発した単語の整理は、実は文法的にも正当

丘壁語と分類しているのである。

このようにとらえると日本語の形容詞は、けっこうたくさんある

といえる。少なくとも、従来いわれたほど貧翁ではない。

3.3 品詞論のみなおし

わたしが第三形容詞とした単語群が名詞とされてきたのは、「—

の」を介して後続の名詞忙つながるということからであろう。しか

し、仁の」をしたがえるものが名詞であるとするのは、あまりにも

形式主簑とはいえないか 名詞にとっての本命は格の機能をそなえ

竺であり、規定用法暫副次的である。「彼の／パソコン操作の

技術」と「抜群の 技術」では、後続の名詞を限定するという点が

共通しても異なる規定であるといわなければならない。名詞による

前者は< X 〉のに対して、形容詞による後者はく Y 
〉。単語の品詞性を問うとき、その単語が文中でどのようなはた

らきをしているかを考慮しなければならない。

＠ gij詞は品詞論のはきだめだと、いわれてきた。しかし、わたしに

は「名詞」もゴミ捨て場のような役割をになっているのではないか

と思える。辞害や文法害で名詞としてとりあっかわれてきた単語の

中妃、名詞らしくないものが多くふくまれているからである。第三

形容詞は、そうしたもののひとつである。

さらに、「真っ先J「小走り」「真っ向」のような単語は、多くの

辞書で名詞あつかいされているが、 r真っ先に 性別を問う」「小走

りに／で横断する」「真っ向から 意見が対立する」のように、

語形が固定し、もっぱら修飾成分としてもちいられる単語で、副詞

としなければならないのではないか（「小走りを繰り返す」のよう

に名詞としての使用も認められるが、それはまれである）。

また、以下のような「かたわら」や「拍子（に）jは名詞の格機

能をうしない（語形が固定化し）、先行の節をうけ、後続の節につ

なげるという時閤的、文脈的な意味を獲得しているO6一種の文法化

で、名詞ばなれをおとし、従属接続詞として機能している（村木

(2005)）。

(9)作業場にたてこもって、注文の烏籠や茶器をつくるかたわ

2、手ヒマをかけてつくったこの竹人形は、見事な出来栄

えといえた。

(10)結願の当 8岩殿の前に、二人が法施を手向けていると、也

風が木々を煽った拍子に、椿の葉が二枚こ匠れて来た。

（『雁の寺』）

（『羅生門』）

日本語の品詞体系は、確立しているとはいいがたく、多くの問題

をかかえている（彫 (2003)を参照）。品詞は単語の文法的な特徴

（とりわけ統語論的な特徴）にもとづく分類であり、それを徹底さ

せた分類がなされなければならない。
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を
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
③
S
固
は
成
立
す
る
例
を
、
山
ふ
凶
は
成
立
し
な
い
例
（
非
文
「
＊
」
を
付
す
）

を
作
っ
て
説
明
す
る
こ
と
。

問
4

下
線
部
3

「
形
式
で
は
な
く
、
意
味
か
ら
出
発
し
た
単
語
の
整
理
は
、
実
は
文
法
的
に
も
正
当
に
単
語
を
分
類
し
て
い
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
煮
保
重
視
の
品
詞
分
類
を
目
指
し
て
い
る
。
従
来
の
品
詞
分
類
は
、
橋
本
進
吉
に
代
表
さ
れ
る
形
式

重
視
の
分
類
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
橋
本
の
品
詞
分
類
の
基
準
は
「
形
態
」
「
機
能
」
「
接
続
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
橋
本
は
具
休
的
に
ど
の
よ
う
な
基
準
を
も
と
に
品
詞
分
類
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
廂
妥
ば
、
「
名
詞
」

と
「
動
詞
」
は
何
を
基
準
に
区
別
さ
れ
る
の
か
、
「
名
詞
j

と
凪
詞
」
の
区
別
は
ど
う
か
、
な
ど
。
）

問
5

下
線
部
4

「
名
詞
に
と
っ
て
の
本
命
は
格
の
機
能
を
そ
な
え
る
こ
と
]
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
格
」
と
は
何
か
説
明
し

な
さ
い
。
そ
の
際
、
一
般
に
「
格
」
と
は
、
述
語
を
中
心
と
し
た
文
中
の
要
素
間
の
関
係
を
示
す
形
式
で
、
そ
れ
を
標
示
し
て

い
る
の
は
日
本
語
で
は
格
助
詞
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
る
点
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
記
述
し
な
さ
い
。

問
6

括
弧
〈

X

〉〈

Y

は
短
文
で
入
れ
る
こ
と
。
）

〉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
前
者
」
「
後
者
」
に
つ
い
て
の
特
徴
説
明
を
入
れ
な
さ
い
。
（
単
語
、
も
し
く

問
8

下
線
部
6
「
一
種
の
文
法
化
で
、
名
詞
ば
な
れ
を
お
こ
し
、
従
属
接
続
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」
表
現
の
例
を
、
本
文
の

例
以
外
に
3
つ
挙
げ
な
さ
い
。

問
7

下
線
部
5

「
副
詞
は
品
詞
論
の
は
き
だ
め
だ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

r 

凡，9 99i| 

ii 



〔
共
通
B

〕 r--1 

一三
年
度

中
国
古
典
文
学

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
日

（
内
山
精
也
）

次
の
文
章
（
吉
川
幸
次
郎
『
宋
詩
概
説
』
「
詩
の
歴
史
に
お
け
る
宋
詩
の
意
義
」
）
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
た

だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
一
部
原
文
を
省
略
し
た
り
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

宋
詩
の
ご
と
く
、

叙
述
し
、
議

宋
詩
は
、
盾
詩
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
従
来
の
詩
に
比
し
て
、
新
し
い
詩
で
あ
る
。

論
し
、
生
活
に
密
着
し
、
連
帯
感
か
ら
の
批
判
を
示
す
詩
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
。

し
か
も
ま
た
そ
れ
は
、
従
来
の
詩
が
は
ら
ん
で
き
た
可
能
性
、
い
つ
か
は
現
実
に
な
る
べ
き
可
能
性
を
、
実
は
大
き

く
現
実
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
叙
述
、
議
論
、
生
活
へ
の
密
着
、
連
帯
感
が
、
庫
詩
で
も
、
す
で
に
杜
甫
、
韓
愈
、

白
居
易
の
詩
と
し
て
、
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
あ
ち
こ
ち
で
ふ
れ
た
。
宋
詩
は
一
見
、
盾
詩
と
対
随
的
に

見
え
、
ま
た
事
実
そ
う
で
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
意
味
で
は
唐
詩
の
延
長
な
の
で
あ
る
。
ま
た
も
っ
と
も
古
く
は
「
詩

経
」
が
抒
情
的
な
民
謡
の
巻
で
あ
る
「
風
」
と
、
政
治
批
判
の
巻
で
あ
る
「
雅
」
と
を
、
あ
わ
せ
も
つ
こ
と
は
、
周
知

の
ご
と
く
で
あ
る
。
唐
詩
が
よ
り
多
く
「

□巴
」
の
子
孫
と
す
れ
ば
、
宋
詩
は
よ
り
多
く
「

□巴
」
の
子
孫
な
の
で
あ

る。
そ
れ
は
ま
た
宋
の
詩
人
た
ち
の
意
識
で
も
あ
っ
た
。
過
去
の
詩
人
の
う
ち
、
み
ず
か
ら
の
祖
先
と
な
る
も
の
、
そ
れ

ら
を
表
章
し
、
発
掘
し
、
祖
述
継
承
す
る
の
が
、
自
覚
的
な
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
過
去
の
文
学
で
は
、
部
分

に
と
ど
ま
り
、
支
配
的
で
な
か
っ
た
も
の
を
、
自
己
の
時
代
の
支
配
的
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
も
っ
と
も
継
承
さ
れ
た
の
は
、
杜
甫
で
あ
る
。
杜
甫
の
地
位
は
、
唐
代
自
体
で
は
、
ま
だ
充
分
に
確
定
し
な
い
。

宋
初
で
も
そ
う
で
あ
る
。
北
宋
の
中
ご
ろ
以
後
、
王
安
石
、
蘇
試
、
黄
庭
堅
、
陸
滸
、
そ
れ
ら
の
大
詩
人
が
、
批
評
家

と
し
て
は
こ
ぞ
っ
て
杜
甫
を
顕
彰
し
、
実
作
者
と
し
て
は
祖
述
し
た
こ
と
が
、
今
日
の
文
学
史
が
説
く
よ
う
な
杜
甫
の

①
 

地
位
を
、
不
動
に
し
た
の
で
あ
る
。
宋
詩
の
歴
史
は
、
あ
る
意
味
で
、
杜
甫
認
識
、
杜
甫
祖
述
の
歴
史
で
あ
る
。

杜
甫
に
つ
い
で
尊
重
さ
れ
た
唐
の
詩
人
は
、
韓
愈
で
あ
り
、
白
居
易
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
韓
愈
は
、
唐
の
詩
人
の
う

ち
、
も
っ
と
も
非
美
文
的
な
点
が
尊
重
さ
れ
た
。
欧
陽
修
が
、
ま
ず
韓
愈
を
再
認
識
し
、
そ
の
祖
述
者
と
な
っ
た
こ
と

が
、
宋
の
新
詩
風
の
発
端
で
あ
る
。
李
白
の
詩
の
意
義
も
ま
た
、
蘇
試
に
よ
り
、
楊
万
里
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
私
に
は
ま
だ
確
実
な
こ
と
が
い
え
な
い
。

ま
た
唐
以
前
の
詩
人
で
は
陶
淵
明
で
あ
る
。
今
日
わ
れ
わ
れ
が
陶
淵
明
に
対
し
て
も
つ
尊
敬
は
、
宋
人
の
発
掘
に
負

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
蘇
試
の
発
掘
は
、
こ
と
に
顕
著
で
あ
り
、
哲
学
者
朱
子
も
、
そ
れ
に
あ
ず
か
る
。

以
上
の
よ
う
な
形
で
、
宋
詩
は
過
去
の
詩
の
継
承
で
あ
る
。
対
鍍
的
に
さ
え
見
え
る
居
詩
か
ら
も
、
多
く
の
も
の
を

継
承
す
る
。
単
に
、
古
詩
、
律
詩
、
絶
句
と
い
う
形
式
を
、
唐
詩
か
ら
継
承
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、
宋
詩
と
、
従
来
の
詩
と
は
、
や
は
り
大
き
く
ち
が
っ
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
悲
哀
の
止
揚
の
有

無
で
あ
る
。
漢
六
朝
か
ら
唐
ま
で
の
詩
が
果
さ
な
か
っ
た
悲
哀
か
ら
の
離
脱
、
杜
甫
に
お
い
て
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
そ

れ
を
、
宋
詩
は
、
蘇
賦
を
指
導
者
と
し
て
、
大
き
く
果
し
た
。
そ
れ
が
差
違
を
生
む
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
杜
甫
自
身
の
詩
と
、
杜
甫
を
祖
述
し
た
宋
の
詩
人
た
ち
の
詩
と
を
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら

②
 

か
で
あ
る
。
王
安
石
、
黄
庭
堅
、
伊
滸
、
み
な
序
甫
の
真
摯
さ
を
述
し
て
も
、
甫
の
絶
を
、
必
ず
し
も
祖
込

叶
叫
吋
。
ま
た
、
北
宋
初
の
過
渡
期
が
、
し
ば
ら
く
晩
唐
詩
の
悲
哀
を
祖
述
し
た
の
は
別
と
し
て
、
南
宋
末
に
は
ふ
た

た
び
晩
牌
詩
へ
の
郷
愁
が
お
と
ず
れ
る
が
、
そ
れ
も
晩
唐
詩
の
繊
細
さ
の
祖
述
で
あ
り
、
悲
哀
の
祖
述
で
は
な
か
っ
た
。

悲
哀
の
遮
断
が
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

悲
哀
の
遮
断
は
、
ず
っ
と
後
代
の
詩
を
も
、

す
べ
き
か
を
課
題
と
し
た
こ
と
は
、

支
配
す
る
。
元
、
明
、
清
の
詩
が
、
唐
詩
宋
詩
、
そ
の
い
ず
れ
を
祖
述

す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
・
：
・
・
・
中
略
：
・
：
平
均
し
て
い
え
ば
、
唐
詩
の
祖

専
門
科
目
R
共
通
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述
さ
れ
た
時
期
の
方
が
多
い
。
い
な
宋
詩
に
対
す
る
反
撥
は
、
宋
代
自
体
で
も
、
そ
の
末
期
に
は
生
ま
れ
、
再
び
唐
詩

に
近
づ
こ
う
と
す
る
。
•
•
も
し
宋
詩
が
排
他
的
に
祖
述
さ
れ
た
時
期
を
求
め
る
な
ら
ば
、
前
世
紀
後
半
の
清
朝
末
年
に

至
っ
て
、
は
じ
め
て
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
元
、
明
、
清
の
詩
人
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
宋
詩

の
祖
述
を
意
識
と
す
る
、
し
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
唐
以
前
の
詩
の
ご
と
く
に
は
悲
哀
を
歌
わ
な
い
こ
と
、
み
な
宋
詩
と

お
な
じ
で
あ
る
の
は
、
何
ゆ
え
か
。
明
の
李
夢
陽
ら
い
わ
ゆ
る
「
明
の
七
子
」
は
、
「
理
を
以
っ
て
詩
を
為
す
」
も
の

と
し
て
宋
詩
を
罵
倒
し
、
排
他
的
に
唐
詩
を
祖
述
し
た
が
、
そ
の
彼
等
の
詩
に
も
、
悲
哀
は
少
な
い
。
唐
お
よ
び
唐
以

前
の
詩
の
習
慣
で
あ
っ
た
悲
哀
へ
の
執
着
が
、
宋
詩
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
た
の
ち
に
出
た
詩
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

面
―
]
空
欄
A
と

B
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
相
応
し
い
漢
字
一
｛
子
の
語
を
記
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
解
答
用
紙
に
A

畜

B
を
記
し
た
上
で
答
え
る
こ
と
。

祠
―
]
傍
線
①
「
宋
詩
の
歴
史
は
：
・
,
：
杜
甫
祖
述
の
歴
史
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
宋
の
詩
人
た
ち
は
杜
甫
の
詩
の
何

を
高
く
評
価
し
て
祖
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
あ
な
た
の
考
え
も
加
ス
て
答
え
よ
。

面
l

l

l

]

傍
線
②
「
王
安
石
、
黄
庭
堅
：
・
・
・
・
祖
述
し
な
い
」
と
あ
る
が
、

え
よ
。

面
四
]
傍
線
③
「
も
し
宋
詩
が
：
．．．． 
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
文
学
活
動
を
指

し
て
言
っ
た
も
の
か
。
固
有
名
詞
を
挙
げ
つ
つ
説
明
せ
よ
。
た
だ
し
、
こ
の
文
に
言
う
「
前
世
紀
」
と
は
十
九
世

紀
の
こ
と
で
あ
る
。

r 
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き
た
。
で
き
な
か
っ
た
、

〖
共
通c
〗
（
こ
れ
は
研
究
指
尊
に
「
石
原
千
秋
」

を
希
望
す
る
受
験
生
の
た
め
の
問
題
で
す
。
）

以
下
に
示
す
の
は
、
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
(
-
九

0
八
年
）

「
第
一
夜
」
の
全
文
で
す
。

「
第
一
夜
」
は
、
最
後
に

に
再
会
で

ど
ち
ら
の
解
釈
も
可
能
で
す
。
こ
こ

で
は
「
再
会
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
「
再
会
で
き

た
」
と
い
う
解
釈
を
否
定
し
つ
つ
、
「
再
会
で
き
な
か
っ
た
」
理

由
を
本
文
の
表
現
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

こ
の

F 

「
自
分
」
は
「
女
」

専
門
科
目
R 

の

一
三
年
度

外
国
学
生
入
学
試

教
育
学
研
究
科

こ
ん
な
夢
を
見
た
。

ま
く
ら
も
と

し
て
枕
元
に
坐
っ
て
い
る
と
、
仰
向
に
寝
た
女
が
、
静
か
な
声
で
も
う
死
に
ま
す
と
云
う
。

し

り

ん

か

（

や

わ

う

り

ざ

ね

が

右

ま

つ

し

ろ

ほ

お

慰
ぞ

か
み

女
は
長
い
髪
を
枕
に
敷
い
て
、
輪
廓
の
柔
ら
か
な
瓜
実
顔
を
そ
の
中
に
横
た
え
て
い
る
。
真
白
な
頬

ほ

ど

く

ら

び

る

と

う

て

い

の
底
に
温
か
い
血
の
色
が
程
よ
く
差
し
て
、
唇
の
色
は
無
論
赤
い
。
到
底
死
に
そ
う
に
は
見
え
な
い
。

は

つ

き

り

た

し

か

然
し
女
は
静
か
な
声
で
、
も
う
死
に
ま
す
と
判
然
云
っ
た
。
自
分
も
確
に
こ
れ
は
死
ぬ
な
と
思
っ
た
。

そ
こ
で
、
そ
う
か
ね
、
も
う
死
ぬ
の
か
ね
、
と
上
か
ら
覗
き
込
む
様
に
し
て
聞
い
て
み
た
。
死
に
ま

う

る

お

い

ま

つ

げ

す
と
も
、
と
云
い
な
が
ら
、
女
は
ば
っ
ち
り
と
眼
を
開
け
た
。
大
き
な
洞
の
あ
る
眼
で
、
長
い
睫
に

た
だ

0
と

み

な

（

あ

ざ

や

か

う

包
ま
れ
た
中
は
、
只
一
面
に
真
黒
で
あ
っ
た
。
そ
の
真
黒
な
眸
の
奥
に
、
自
分
の
姿
が
鮮
に
浮
か
ん

で
い
る
。

す

と

お

つ

や

な

が

｛
自
分
は
透
き
徹
る
程
深
く
見
え
る
こ
の
黒
眼
の
色
沢
を
眺
め
て
、
こ
れ
で
も
死
ぬ
の
か
と
思
っ
た
。

そ
ば

そ
れ
で
、
ね
ん
ご
ろ
に
枕
の
傍
へ
ロ
を
付
け
て
、
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
ね
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
ね
、

と
又
聞
き
返
し
た
。
す
る
と
女
は
黒
い
眼
を
即
そ
う
に
攣
が
ま
ま
、
や
っ
ぱ
り
静
か
な
声
で
、
で
も
、

死
ぬ
ん
で
す
も
の
、
仕
方
が
な
い
わ
と
云
っ
た
。

じ
ゃ
、
私
の
顔
が
見
え
る
か
い
と
一
心
に
聞
く
と
、
見
え
る
か
い
っ
て
、
そ
ら
、
そ
こ
に
、
写
っ

だ
ま

は
な

て
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
と
、
に
こ
り
と
笑
っ
て
見
せ
た
。
自
分
は
黙
っ
て
、
顔
を
枕
か
ら
離
し
た
。

腕
維
を
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
死
ぬ
の
か
な
と
思
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
女
が
又
こ
う
云
っ
た
。

、
。
大
き
な
ぬ
攀
廊
で
穴
を
即
っ
て
。
そ
う
し
て
天
か
ら
落
ち
て
来
る

「
死
ん
だ
ら
、
埋
め
て
下
さ
＞

星
の
町
附
を
琴
即
i
置
い
て
下
さ
い
。
そ
う
し
て
墓
の
傍
に
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
双
釦
い
に
来
ま

す
か
ら
」

自
分
は
、
何
時
逢
い
に
来
る
か
ね
と
聞
い
た
。

し
ず

「
日
が
出
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
日
が
沈
む
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
又
出
る
で
し
ょ
う
、
そ
う
し

て
又
沈
む
で
し
ょ
う
。
ー
ー
｀
赤
い
日
が
東
か
ら
西
へ
、
東
か
ら
西
へ
と
落
ち
て
行
く
う
ち
に
、
ー
ー
鼻

あ
な
た
、
待
っ
て
い
ら
れ
ま
す
か
」

自
分
は
黙
っ
て
叡
叡
た
。
女
は
静
か
な
調
子
を
一
段
張
り
上
げ
て
、

「
百
年
待
っ
て
い
て
下
さ
い
」
と
思
い
切
た
声
で
云
っ
た
。

「百
年
、
私
の
墓
の
傍
に
坐
っ
て
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
き
っ
と
逢
い
に
来
ま
す
か
ら
」

自
分
は
只
待
っ
て
い
る
と
答
え
た
。
す
る
と
、
黒
い
眸
の
な
か
に
鮮
に
見
え
た
自
分
の
姿
が
、
ほ

く
ず

う
っ
と
崩
れ
て
来
た
。
静
か
な
水
が
動
い
て
写
る
影
を
乱
し
た
様
に
、
流
れ
出
し
た
と
思
っ
た
ら
、

女
の
眼
が
ば
ち
り
と
閉
じ
た
。
長
い
睫
の
間
か
ら
涙
が
頬
へ
垂
れ
た
。
ー
ー
J
9う
死
ん
で
い
た
。

自
分
は
そ
れ
か
ら
庭
へ
下
り
て
、
真
珠
貝
で
穴
を
掘
っ
た
。
真
珠
貝
は
大
き
な
滑
か
な
緑
の
鋭
ど

い
貝
で
あ
っ
た
。
土
を
す
く
う
度
に
、
貝
の
裏
に
月
の
光
が
差
し
て
き
ら
き
ら
し
た
。
湿
っ
た
土
の

制
も
し
た
。
穴
は
し
ば
ら
く
し
て
掘
れ
た
。
女
を
そ
の
中
に
入
れ
た
。
そ
う
し
て
柔
ら
か
い
土
を
、

た
び

上
か
ら
そ
っ
と
掛
け
た
。
掛
け
る
毎
に
真
珠
貝
の
裏
に
月
の
光
が
差
し
た
。

か

け

か

け

そ
れ
か
ら
星
の
破
片
の
落
ち
た
の
を
拾
っ
て
来
て
、
か
ろ
く
土
の
上
へ
乗
せ
た
。
星
の
破
片
は
丸

か
っ
た
。
長
い
間
大
空
を
落
ち
て
い
る
間
に
、
角
が
取
れ
て
滑
か
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

だ抱
き
上
げ
て
土
の
上
へ
置
く
う
ち
に
、
自
分
の
胸
と
手
が
少
し
暖
く
な
っ
た
。

-n" 

自
分
は
苔
の
上
に
坐
っ
た
。
こ
れ
か
ら
百
年
の
問
こ
う
し
て
待
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
考
え
な
が
ら
、

腕
組
を
し
て
、
丸
い
墓
石
を
眺
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
、
女
の
云
っ
た
通
り
日
が
東
か
ら
出
た
。

大
き
な
赤
い
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
又
女
の
云
っ
た
通
り
、
や
が
て
西
へ
落
ち
た
。
赤
い
ま
ん
ま
で

か
ん
じ
よ
う

の
っ
と
落
ち
て
行
っ
た
。
一
っ
と
自
分
は
勘
定
し
た
。

か
ら
く
れ
な
い
て
ん
と
う

し
ば
ら
く
す
る
と
又
唐
紅
の
天
道
が
の
そ
り
と
上
っ
て
来
た
。
そ
う
し
て
黙
っ
て
沈
ん
で
し
ま

っ
た
。
二
つ
と
又
勘
定
し
た
。

自
分
は
こ
う
云
う
風
に
一
っ
二
つ
と
勘
定
し
て
行
く
う
ち
に
、
赤
い
日
を
い
く
つ
見
た
か
分
ら
な

い
。
勘
定
し
て
も
、
勘
歪
し
て
も
、
し
つ
く
せ
な
い
程
赤
い
日
が
頭
の
上
を
通
り
越
し
て
行
っ
た
い
ま

そ
れ
で
も
百
年
が
ま
だ
来
な
い
。
し
ま
い
に
は
、
苔
の
生
え
た
丸
い
石
を
眺
め
て
、
自
分
は
女
に
欺

さ

れ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

と

思

い

出

し

た

。

・

す
る
と
石
の
下
か
ら
銅
に
自
分
の
方
へ
向
い
て
青
い
記
が
衛
ぴ
て
来
た
。
見
る
間
に
長
く
な
っ
て

丁
度
自
分
の
胸
の
あ
た
り
ま
で
来
て
留
ま
っ
た
。
と
思
う
と
、
す
ら
り
と
翫
ぐ
茎
5
晦
に
‘
心
持
首

を
傾
け
て
い
た
細
長
い
一
翰
の
翫
炉
‘
ふ
っ
く
ら
虹
鰤
が
開
い
た
。
真
白
な
ず
3
口
が
鼻
の
先
で
骨
に

た
の
で
、
花
は
自
分
の
重
み
で
ふ

鼠
に
野
叡
し
た
。
自
分

艇
え
る
程
匂
っ
た
。
そ
こ
へ
事
が
上
か
ら
、
ぽ
た
り
と
配
が
環
f

ら
ふ
ら
と
動
い
た
。
自
分
は
首
を
前
へ
出
し
て
冷
た
い
露
の
潰
謬
ぃ
白
い
ま
た
た

、こ。

が
百
合
か
ら
顔
を
離
す
拍
子
に
思
わ
ず
、
遠
い
空
を
見
た
ら
、
暁
の
星
が
た
っ
た
一
っ
瞬
い
て
＞

t

「
百
年
は
も
う
来
て
い
た
ん
だ
な
」
と
こ
の
時
始
め
て
気
が
付
い
た
。

共
通
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0
次
に
示
す
の
は
、
梶
井
基
次
郎
『
路
上
』
の
一
節
で
あ
る
。
あ
る
初
夏
の
日
「
自
分
」
は
、
電
車
の
停
留
場
か
ら
友
人
の
家
に
向
か
う

近
道
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
崖
を
上
り
下
り
す
る
、
決
し
て
路
ら
し
い
路
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
自
分
」
は
そ
の
近
道
を
歩
く
た
び
に

新
鮮
な
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。
以
下
は
、
そ
れ
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

そ
れ
は
或
る
雨
あ
が
り
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
午
後
で
、
自
分
は
学
校
の
帰
途
で
あ
っ
た
，

い
つ
も
の
道
か
ら
崖
の
近
道
へ
這
入
っ
た
自
分
は
、
雨
あ
が
り
で
下
の
赤
土
が
軟
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

ょ
う
な
そ
の
路
は
歩
く
度
少
し
ず
つ
滑
っ
た
。

高
い
方
の
見
晴
ら
し
へ
出
た
。
そ
れ
か
ら
が
傾
斜
で
あ
る
。
自
分
は
少
し
危
い
ぞ
と
思
っ
た
。

傾
斜
に
つ
い
て
い
る
路
は
も
う
一
層
軟
か
で
あ
っ
た
，
然
し
自
分
は
引
返
そ
う
と
も
、
立
留
っ
て
考
え
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
危
ぶ
み
な
が
ら
下
り

て
ゆ
く
。
一
と
足
下
り
か
け
た
瞬
間
か
ら
、
既
に
、
自
分
は
き
っ
と
滑
っ
て
転
ぶ
に
ち
が
い
な
い
と
思
っ
た
。
ー
ー
途
端
自
分
は
足
を
滑
ら
し
た
。
片
手

し
ま
っ
た
。
然
し
ま
だ
本
気
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
起
き
あ
が
ろ
う
と
す
る
と
、
力
を
入
れ
た
足
が
ま
た
ず
る
ず
る
滑
っ
て
行
っ
た
？

か
ら
｀

を
泥
に
つ
い
て

か
た
ひ
じ

今
度
は
片
肱
を
つ
き
、
尻
餅
を
つ
き
、
背
中
ま
で
地
而
に
つ
け
て
、
や
っ
と
そ
の
姿
勢
で
身
体
は
止
っ
た
。
止
っ
た
所
は
も
う
―
つ
の
傾
斜
へ
続
く
、
ち

か
ぼ
‘
r
J

よ
っ
と
階
段
の
踊
り
場
の
よ
う
に
な
っ
た
所
で
あ
っ
た
。
自
分
は
鞄
を
持
っ
た
片
手
を
、
鞄
の
ま
ま
泥
に
つ
い
て
恐
る
恐
る
立
ち
上
っ
た
。
ー
ー
＇
何
時
の

間
に
か
本
気
に
な
っ
て
い
た
？

誰
か
が
何
処
か
で
見
て
い
や
し
な
か
っ
た
か
と
、
自
分
は
眼
の
下
の
人
家
の
方
を
見
た
。
そ
れ
ら
の
人
家
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
は
高
み
の
舞
台
で
マ
人

滑
稽
な
芸
当
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
に
ち
が
い
な
か
っ
た
°
|
ー
'
誰
も
見
て
い
な
か
っ
た
。
変
な
気
持
で
あ
っ
た
，

自
分
の
立
ち
上
っ
た
と
こ
ろ
は
や
や
安
全
で
あ
っ
た
。
し
か
し
自
分
は
ま
だ
引
返
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
し
、
立
留
っ
て
考
え
て
見
よ
う
と
も
し
な
か

っ
た
，
泥
に
岨
れ
た
ま
ま
ま
た
危
い
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
。
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
、
今
度
は
ス
キ
ー
の
よ
う
に
し
て
滑
り
下
り
て
み
よ
う
と
思

“3よ
う

；
っ
た
。
身
体
の
重
心
さ
え
失
わ
な
か
っ
た
ら
滑
り
切
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
鋲
の
打
っ
て
な
い
靴
の
底
は
ず
る
ず
る
赤
土
の
上
を
滑
り
は
じ
め
た
。

二
間
余
り
の
間
で
あ
る
。
然
し
そ
の
二
間
余
り
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
所
は
高
い
石
崖
の
鼻
で
あ
っ
た
，
そ
の
下
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
平
地
に
な
っ
て
い
る
，

崖
は
二
間
、
そ
れ
位
で
あ
っ
た
。
も
し
止
ま
る
余
裕
が
な
か
っ
た
ら
惰
力
で
自
分
は
石
垣
か
ら
飛
び
下
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
飛
ぴ
下
り
る

あ
た
り
に
石
が
あ
る
か
、
材
木
が
あ
る
か
、
そ
れ
は
そ
の
石
垣
の
出
つ
鼻
ま
で
行
か
ね
ば
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
非
常
な
速
さ
で
そ
の
危
険
が
頭

に
映
じ
た
。

石
垣
の
鼻
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
肌
で
靴
は
自
然
に
止
っ
た
。
そ
れ
は
な
に
か
が
止
め
て
く
れ
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
全
く
自
力
を
施
す
術
は
ど
こ
に

も
な
か
っ
た
。
い
く
ら
危
険
を
感
じ
て
い
て
も
、
滑
る
に
任
せ
止
ま
る
に
任
せ
る
外
は
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

飛
び
下
り
る
心
構
え
を
し
て
い
た
事
は
そ
の
緊
張
を
輯
め
た
。
石
垣
の
下
に
は
コ
ー
ト
の
ロ
ー
ラ
ー
が
転
が
さ
れ
て
あ
っ
た
。
自
分
は
き
ょ
と
ん
と
し

や
し
さ

た。
可
処
か
で
見
て
い
た
人
は
な
か
っ
た
か
と
、
ま
た
自
分
は
見
廻
し
て
見
た
。
垂
れ
下
っ
た
曇
空
の
下
に
大
き
な
邸
の
屋
根
が
並
ん
で
い
た
。
し
か
し

（注

2T'

あ
ざ
わ
ら

廓
察
と
し
て
人
影
は
な
か
っ
た
つ
あ
っ
け
な
い
気
が
し
た
。
嘲
笑
っ
て
い
て
も
い
い
、
誰
か
が
自
分
の
今
為
た
こ
と
を
見
て
い
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
た
。

一
瞬
間
前
の
鋭
い
心
構
え
が
悲
し
い
も
の
に
思
い
返
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
引
返
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
か
。
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
に
滑
っ
て
来
た
自
分
が
恐
ろ
し
か
っ
た
。
ー
ー
①
破
城
と
い
う
も
の
の
―
つ
の
姿
を

見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
成
る
程
こ
ん
な
に
し
て
滑
っ
て
来
る
の
だ
と
思
っ
た
。

こ
う
ふ
ん

下
に
降
り
立
っ
て
、
草
の
葉
で
手
や
洋
服
の
泥
を
落
し
な
が
ら
、
自
分
は
自
分
が
ひ
と
り
で
に
充
奮
し
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

滑
っ
た
と
い
う
今
の
出
来
事
が
な
に
か
夢
の
中
の
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
変
に
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
傾
斜
へ
出
か
か
る
ま
で
の
自
分
、

不
意
に
自
分
を
即
屈

i

り
込
ん
だ
危
険
、
そ
し
て
今
の
自
分
。
そ
れ
は
な
に
か
均
衡
の
と
れ
な
い
不
自
然
な
連
鎖
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
起
り
は
し
な

か
っ
た
と
否
定
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
自
分
も
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
た
。

自
分
、
自
分
の
意
識
と
い
う
も
の
、
そ
し
て
世
界
と
い
う
も
の
が
、
焦
点
を
外
れ
て
泳
ぎ
出
し
て
行
く
よ
う
な
気
持
に
自
分
は
捕
え
ら
れ
た
。
笑
っ
て

い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
誰
か
見
て
は
い
な
か
っ
た
か
し
ら
と
二
度
目
に
あ
た
り
を
見
廻
し
た
と
き
の
廓
塞
と
し
た
淋
し
さ
を
自
分
は
思
い
出
し
た
。

帰
途
、
書
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
、
自
分
は
何
故
か
深
く
思
っ
た
°
そ
れ
が
、
滑
っ
た
こ
と
を
書
か
ね
ば
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
か
、
②
州
閲

を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
自
己
を
語
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
か
、
自
分
に
は
判
然
し
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
は
そ
の
両
方
を
思
っ
て
い
た

の
だ
っ
た
。

（注
1
)
二
間
余
り
…
…

問
一
傍
線
部
①
「
破
滅
と
い
う
も
の
の
―
つ
の
姿
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
自
分
」
は
そ
う
感
じ
た
の
か
。
本
文
中
の
語
句

を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
二
傍
線
部
②
「
小
説
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
自
己
を
語
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
」
と
あ
る
が
、
「
自
分
」
は
「
小
説
」
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な

「自
己
」
を
語
り
た
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
中
の
表
現
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

〖
共
通
D

〗
（
五
瞼
渕
典
嗣
）
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一
間
は
約
一
。
八
ニ
メ
ー
ト
ル
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